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株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅰ．前期決算概要及び今期計画
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Ⅰ-１．財務サマリー 株式会社ＤＮＡチップ研究所

2004年3月期
2005年3月期項　　　目

売上高（千円）

経常利益（千円）

当期純利益（千円）

総資産（千円）

純資産（千円）

発行済株式の総数（株）

一株あたり純資産額（円）（注１）

一株あたり当期純利益（円）（注２）

経常利益率（％）

自己資本比率（％）

自己資本利益率（％）

１，８０７，７８４

１０３，９２０

６３，４６０

２，４６９，７５８

１，３０４，５７０

１３，６００

９５，９２４．３１

５，０２１．４１

５．７

５２．８

６．６

（予想） （実績）

１，３５０，０００

１００，０００

６０，０００

－

－

－

－

－

７．４

－

－

１，１４５，６４４

８６，９７７

５４，８０５

１，７５２，３２８

１，３５９，３７６

１３，６００

９９，９５４．１４

４，０２９．８３

７．６

７７．６

４．０

対前年度比

６３％

８４％

８６％

７１％

１０４％

－

１０４％

８０％

－

－

－

計画比

８５％

８７％

９１％

－

－

－

－

－

－

－

－

（注１）一株あたり純資産額 ：期末純資産／期末発行済株式数

（注２）一株あたり当期純利益 ：当期純利益／期中平均株式数
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Ⅰ-２．業績推移（５年間） 株式会社ＤＮＡチップ研究所

400

　 800

1,200

1,600

2,000

2001年
3月期

2002年
3月期

2003年
3月期

2004年
3月期

2005年
3月期

経常利益
(百万円／年度)

売上高
(百万円／年度)

６６１

１,０８４

１,２７０

１,８０７

４４ ４５

８１

１０３

商品販売事業売上

研究受託事業売上

経常利益

売上高（左目盛）

経常利益（右目盛）

８６

１,１４５ 150

100

50

0
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Ⅰ-３．事業区分別業績 株式会社ＤＮＡチップ研究所

（金額単位：百万円）

－－０.６－０バイオインフォマティクス

５１.８％５１.８％５９３.０６３.３％１,１４４.１計

８３.２％４８.２％５５２.０３６.７％６６３.６計

【説明３】９.０％４.９％５６.７３４.９％６３１.２一般機器

１９３.７％２６.５％３０３.７８.７％１５６.８一般（受託解析）

日立ソフト

開発機器

汎用チップ

９２.２％２９.７％３４０.３２０.４％３６９.３

６３.４％１００％１,１４５.６１００％１,８０７.７合　計

【説明２】

【説明１】　

説明

１３６.５％１７.１％１９６.０７.９％１４３.６

商品販売
事業

４９.０％２１.７％２４８.３２８.０％５０６.８

研究受託
事業

比率売上高比率売上高

対前年比

(％)

2005年3月期2004年3月期
項　　　目

【説明１】
　 日立ソフトとの共同研究成果であるAceGene30K on one chipの開発完了に伴ない、次の共同研究開始までの
　　端境期となり、日立ソフトからの研究受託費が対前年度比４９.０％（２４８.３百万円）と大幅に減少。
　　一方、受託解析サービスは研究機関等からの解析受託のほか、製薬会社からの治験対応の受託解析の受注
　　があり、対前年度比１９３.７％（３０３.７百万円）と大幅増加。

【説明２】
　 AceGene(Human Oligo30K,Mouse Oligo30Kon one chip)等オリゴチップの販売が、対前年度比１６３.２％

　　（１８３.４百万円）と大幅増加。　一方ｃDNAチップは前年度比４０.４％（１２.６百万円）と大幅に減少。　　　　　
【説明３】
　 事業構造改革に取り組み、粗利率の低い一般機器の受注を減らし、粗利率の高い研究受託、汎用チップ等の
受注に注力したため、売上が対前年度比９.０％（５６.７百万円）と大幅に減少。

【説明１】
　 日立ソフトとの共同研究成果であるAceGene30K on one chipの開発完了に伴ない、次の共同研究開始までの
　　端境期となり、日立ソフトからの研究受託費が対前年度比４９.０％（２４８.３百万円）と大幅に減少。
　　一方、受託解析サービスは研究機関等からの解析受託のほか、製薬会社からの治験対応の受託解析の受注
　　があり、対前年度比１９３.７％（３０３.７百万円）と大幅増加。

【説明２】
　 AceGene(Human Oligo30K,Mouse Oligo30Kon one chip)等オリゴチップの販売が、対前年度比１６３.２％

　　（１８３.４百万円）と大幅増加。　一方ｃDNAチップは前年度比４０.４％（１２.６百万円）と大幅に減少。　　　　　
【説明３】
　 事業構造改革に取り組み、粗利率の低い一般機器の受注を減らし、粗利率の高い研究受託、汎用チップ等の
受注に注力したため、売上が対前年度比９.０％（５６.７百万円）と大幅に減少。
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Ⅰ-４．顧客別売上高比率 株式会社ＤＮＡチップ研究所

２０％

５８％

２２％

【 日立ソフト 】【 販社 】

【 直販 】

４２％

３５％

１８％
４％

【 日立ソフト 】

【 販社 】

【 ＳＩ事業者 】 【 直販 】

２００４年３月期２００４年３月期 ２００５年３月期２００５年３月期

ＳＩ事業者 ：㈱野村総研ほか研究所、食品会社等バイオ関連情報機器ＳI事業者

販社 ：理科研㈱、和研薬㈱

ほか
大学、研究所、製薬
会社等

受託解析サービス、受託チップ、汎用チップ、
ライフサイエンス機器

販売会社

＊：研究受託は日立ソフトか
ら受託

大学等ライフサイエンス機器、

研究受託＊
日立ソフト

備　考顧　客売　上　内　容販売ルート

治験等における受託解析製薬会社ほか受託解析サービス、受託チップ直販

販社 ：理科研㈱、和研薬㈱

ほか
大学、研究所、製薬
会社ほか

受託解析サービス、受託チップ、汎用チップ、
ライフサイエンス機器

販売会社

＊：研究委託契約による日立ソフト研究受託＊日立ソフト

備　考顧　客売　上　内　容販売ルート
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Ⅰ-５．２００５年３月期決算ハイライト 株式会社ＤＮＡチップ研究所

１．売上高対前年度比６３％、対計画値比８５％
　１．１ 日立ソフトからの受託研究費が対前年度比４９％

　
　１．３ 汎用チップの売上が対前年度比１３７％

　　・AceGene30Ｋ on one chip開発完了により、２００５年３月期は次の共同研究本格的開始までの　
　　 端境期

　　・AceGene30K on one chipの出荷に伴う売上増加

　　・千葉大、九州大学、日本医科大、理化学研究所等繰り返し受注による、ベースロードとなりうる
　　 ユーザの出現

２．経常利益対予想値比８７％、経常利益率７.６％
　　 ・受託解析サービスや汎用チップ販売は順調に推移したが、一般機器の売り上げの減収に伴い、　

　　　経常利益も予想値を下回った（１００百万円　→　８７百万円）

　　 ・事業構造転換への取組みによる、一般機器等低収益事業から受託解析サービスや汎用チップ
等高収益事業へのシフト　：　経常利益率の向上（７.４％　→　７.６％）

　
　１．４ 開発機器の売上が対前年度比９２％、一般機器の売上が対前年度比９％

・事業構造の転換に取り組み、粗利率の低い一般機器の受注を減らし、粗利率の高い受託解析
サービス、汎用チップ等の受注に注力

　１．２ 受託解析サービスの売上は対前年度比１９４％
　　・(株)バイオマトリックス研究所、（財）東京都老人総合研究所、三井物産（株）及び（株）ノバスジーン
　　 等との業務提携、共同開発契約の推進による新規顧客の獲得

　　･製薬会社から治験対応の受託解析を受注
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Ⅰ-６．２００６年３月期計画 株式会社ＤＮＡチップ研究所

１０８５５，０００５０，７５２設備投資（千円）

－７．４７．６経常利益率（％）

－７．４７．７営業利益率（％）

１０８７５，０００６９，３６２研究開発費（千円）

１０９６０，０００５４，８０５当期純利益（千円）

１１５１００，０００８６，９７７経常利益（千円）

１１４１００，０００８７，７３９営業利益（千円）

１１８１，３５０，０００１，１４５，６４４売上高（千円）

（％）予算実績

対前年度比２００５年３月期２００５年３月期
項　　　　　目

■　売上高　　　 ：　研究受託事業　→　受託解析サービスの製薬会社における治験への適用推進
　　　　　　　　　　　 商品販売事業　→　汎用チップ売上増

■　営業利益　 ： 売り上げ増に伴なう営業利益増

■　研究開発費 ：　 がん診断チップ、生活習慣病や免疫関連疾患等の診断法開発のための研究開発費増

■　設備投資　 ： 受託解析作業自動化のための設備等導入

■　売上高　　　 ：　研究受託事業　→　受託解析サービスの製薬会社における治験への適用推進
　　　　　　　　　　　 商品販売事業　→　汎用チップ売上増

■　営業利益　 ： 売り上げ増に伴なう営業利益増

■　研究開発費 ：　 がん診断チップ、生活習慣病や免疫関連疾患等の診断法開発のための研究開発費増

■　設備投資　 ： 受託解析作業自動化のための設備等導入

１１９％１５．０百万円１２．６百万円ｃＤＮＡチップ

１１２％２０５．０百万円１８３．４百万円オリゴチップ

伸び率（B／A) ２００６／３月期計画（B）２００５／３月期実績（A）　　　　　区　　　分
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Ⅰ-７．２００６年３月期業績グラフ 株式会社ＤＮＡチップ研究所

経常利益／

研究開発費
(百万円／年度)

400

800

1,200

売上高
(百万円／年度)

売上高（左目盛）

経常利益（右目盛）
研究開発費（右目盛）

１,1４５.６

100

50

0

８７.０

1,３５０.０

１００.０

６９.４
７５.０

２００５年３月期 ２００６年３月期

49%

50%

48%

52%

1,400

商品販売事業売上

研究受託事業売上

経常利益

研究開発費

ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ事業

【２００６年３月期主な研究開発投資内容】
　（１）大阪大学、千葉大学とのがん診断チップ開発
　　　 評価用試作チップ作成完了、大学内病院等での評価と改良
　（２）高能力チップの開発
　　　 産業技術総合研究所、住友ベークライト、東レ等との共同研究による高能力新型チップの開発
　（３）血液による生活習慣病、免疫関連疾患診断法の研究（大阪大学、金沢大学等）

【２００６年３月期主な研究開発投資内容】
　（１）大阪大学、千葉大学とのがん診断チップ開発
　　　 評価用試作チップ作成完了、大学内病院等での評価と改良
　（２）高能力チップの開発
　　　 産業技術総合研究所、住友ベークライト、東レ等との共同研究による高能力新型チップの開発
　（３）血液による生活習慣病、免疫関連疾患診断法の研究（大阪大学、金沢大学等）
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株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅱ．ＤＮＡチップ研究所の現状
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅱ-１．事業概要

研究受託事業、商品販売事業､受託解析事業

および独自の研究開発を行っている

ＤＮＡチップ研究所

(1)研究受託事業
　・ＤＮＡﾁｯﾌﾟ及び関連技術
　 の開発と評価

(2)商品販売事業
　・汎用ＤＮＡﾁｯﾌﾟ販売
　・ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ機器および
バイオ情報機器販売

（3）受託解析
　・受託ﾁｯﾌﾟ作製
　・試料調製からデータ解析まで
・製薬会社の治験への対応

(4)独自の研究開発
　・発現ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ情報収集
　 と診断ﾁｯﾌﾟ開発研究
　・新たな技術システムの開発

　

製薬会社
食品会社
臨床検査会社

大学
(大阪大学、千葉大学、東京大学、

金沢大学)

公的研究機関
(産業技術総合研究所等)

日立ソフト

共同研究共同研究
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅱ-２．研究受託事業：日立ソフトとの関係

１．DNAチップ研究所はチップ開発・製造・使用技術・データ生産能力に優れ

　　ている。また､医、薬、基礎研究を含むバイオ 研究社会(いわゆるwet分
　　野）と深いつながりを持っている

２．日立ソフトは情報収集・処理・ソリューション事業(いわゆるdry分野）に特
色を持ち、バイオにそれを活用する意欲を持っている

３．両社は相互補完的な発展関係を望んでおり、今後も協力体制を維持す
る

４．経営の安定化、リスクヘッジ等のために、ＤＮＡチップ研究所は、日立ソフ
ト以外のパートナーとも積極的に事業展開を図る　　

１．DNAチップ研究所はチップ開発・製造・使用技術・データ生産能力に優れ

　　ている。また､医、薬、基礎研究を含むバイオ 研究社会(いわゆるwet分
　　野）と深いつながりを持っている

２．日立ソフトは情報収集・処理・ソリューション事業(いわゆるdry分野）に特
色を持ち、バイオにそれを活用する意欲を持っている

３．両社は相互補完的な発展関係を望んでおり、今後も協力体制を維持す
る

４．経営の安定化、リスクヘッジ等のために、ＤＮＡチップ研究所は、日立ソフ
ト以外のパートナーとも積極的に事業展開を図る　　

　【２００５年３月現在】　【上場前】

日立ソフト　　　　　　　　５５．６％

日立ソフト関連会社　　１２．７％

合　　　計　　　　　　　　 ６８．３％

日立ソフト　　　　　　　　５５．６％

日立ソフト関連会社　　１２．７％

合　　　計　　　　　　　　 ６８．３％

日立ソフト　 　　　　　　１２．０％

日立ソフト関連会社　 　３．９％

合　　　計　　　　　　　　１５．９％

日立ソフト　 　　　　　　１２．０％

日立ソフト関連会社　 　３．９％

合　　　計　　　　　　　　１５．９％

日立ソフトの「子会社から関連会社」へ。事業上の連携は従来どおり継続。
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅱ-３．ＤＮＡチップ：国内販売額シェア

その他

Agilent

（海外メーカ）

Amersham

（海外メーカ）

タカラバイオ

（国内メーカ）

ＤＮＡチップ研究所

／日立ソフト

Affymetrix

（海外メーカ）

  42 .6%

(▲7 .4 )

14 .3%

(4 .3 )

12 .8 %

(4 .8 )

  10 .2%

(▲2 .8 )

 8 .5 %

(8 .5 )

11 .6 %

２００３年度のＤＮＡチップ国内販売総額は４７億円、

対前年度比１４．６％の増加

（カッコ内は前年度比増加率ポイント。▲は減少、－は変わらず） （出典：日経１００品目シェア）

同一試料を用いた2004年の比較調査によると各社製品は殆ど同じデータを生産する。

主要な違いは絶対値

同一試料を用いた2004年の比較調査によると各社製品は殆ど同じデータを生産する。

主要な違いは絶対値
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Ⅱ‐４．受託解析事業 株式会社ＤＮＡチップ研究所

１．ＤＮＡチップの設計・開発及び活用技術の充実
と経験を生かした受託解析

２．秘文技術を活用したセキュリティ管理の強化に
よる企業からの受託解析

１．ＤＮＡチップの設計・開発及び活用技術の充実
と経験を生かした受託解析

２．秘文技術を活用したセキュリティ管理の強化に
よる企業からの受託解析

チップ作成受託
検体からＲＮＡ抽出、精製、増幅、
ハイブリダイゼーション、
チップ読み取りまで

これらに対応する受託解析チームを編成し本格的に稼動これらに対応する受託解析チームを編成し本格的に稼動

大学関連：大阪大学､東京大学､筑波大学､千葉大学、
　　　　　　新潟大学､北海道大学､神戸大学、
　　　　　　京都府立医科大学、名古屋市立大学、横浜市立大学等
研究機関：国立遺伝学研究所、東京都老人医学総合研究所、
企業　　　：試薬メーカー、臨床検査会社

治験関連受託解析：製薬会社
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅱ-５．前期の取り組みと主な実績

平成１6年
９月

平成１６年
６月

出荷時期

ラットの肝臓、腎臓、生殖器等で発現する遺伝子のｃＤＮＡライブ
ラリから約８,４００遺伝子を１枚のチップに搭載したもの。薬効解
析、毒性解析、環境ホルモン解析等に適している。

Rat cDNA Chip

１枚のチップにヒト及びマウス３０,０００遺伝子からデザインしたオ
リゴＤＮＡを搭載したもの。これにより、ヒトとマウスゲノム解析か
ら分かった全遺伝子の機能を１枚のチップで容易に調べることが
できる。

AceGene – 1 Chip Version
(Human Oligo Chip 30K)

(Mouse Oligo Chip 30K)

機 能 ・ 特 徴　製 品 名

ＤＮＡチップについて将来
的に１億円の売上確保

当面共同で２５％のシェア
を確保

（国内市場規模は２０億円）

目　標提　携　内　容

・AceGene等のＤＮＡチップをノバスジーンが
　販売、受託解析

・三井物産（株）による原料調達、製薬／診断

会社への流通チャンネルの活用と将来の海

　外での販売展開

三井物産（株）

（株）ノバスジーン

AceGeneを利用した遺伝子発現プロファイル
の受託解析事業を共同で実施

（株）バイオマトリックス研究所

提　携　先　

業務提携については、ＤＮＡチップを核にしたビジネス領域の拡大のため
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　積極的に進めていく

業務提携については、ＤＮＡチップを核にしたビジネス領域の拡大のため
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　積極的に進めていく
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅱ-６．今期の重点課題

チップ販売および研究受託事業の強化と事業領域の拡大

１．新しいチップの開発と市場投入

２．製薬会社、臨床検査会社等の大口受托の開拓

３．アライアンスの強化による事業領域の拡大

１．基礎データの蓄積に基く高能力チップ製品の開発

　１．１ 使い勝手の良い新型チップの開発

２．営業力の強化：　営業要員の増強とマーケッティング部の強化

３．受託解析部門の整備

　３．１ 秘文の導入成果をもとに製薬会社からの受託解析（治験等）を増大

　３．２ メニューの向上・整備と受託統計解析サービスの充実

　３．３ 手作業部分の自動化による実験データの精度向上

４．医療現場等の下流への事業展開

　４．１ 診断分野への参画を目指した臨床検査会社等とのアライアンス推進

　４．２ 補完関係となる企業への投資等による事業領域の拡大
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅱ-７．研究開発

新たな技術システムに依る新製品の開発と国家ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへの取り組み

事業提携先／受託・共同研究先 内　　　　　　　　　　　　容

産業技術総合研究所

東京大学大学院新領域創生科学研究科

平成15､16年度経済産業省地域新規
産業創造技術開発費補助金

住友ベークライト株式会社

新規オリゴヌクレオチド誘導体を用いるＤＮＡチップの開発

最新のゲノム配列に基きオフターゲットの無い遺伝子代表
オリゴヌクレオチドを設計するアルゴリズムの開発とその実証

小型集積型バイオチップﾟの開発と製造

S-Bio基板の活用による高感度ＤＮＡチップの開発
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅱ-８．共同研究　

共同研究によるプロファイル情報収集と診断チップ開発

事業提携先／共同研究先 契　約　名 契　約　内　容

大阪大学大学院医学系研究科
外科学講座消化器外科学部門
大阪府（代表者：大阪府立成人病ｾﾝﾀ）

共同研究契約／
研究開発契約

ヒト消化器癌の生物学的特性の診断法の研究開発とそれに基

く診断用ＤＮＡチップを共同で実施する

千葉大学大学院医学研究院
胸部外科学

研究開発契約 ヒト呼吸器系癌の診断方法の研究開発を共同で実施すること

に関する契約

国立がんセンター研究所がん転移
研究室

共同研究契約 マウスＥＳ細胞を用いて肝細胞増殖・組織構築に関与する遺伝
子群の変化を解析し、これを再生医療に役立てる研究契約

大阪大学大学院生命機能研究科
免疫制御学講座

共同研究契約
交渉中

リウマチ等免疫関連の診断法の研究開発を共同で実施するこ
とに関する契約

東京都老人総合研究所
（株）ＬＳＳ

共同研究契約 心臓特異的な老化モデルマウスの遺伝子プロファイリングから
老人病特有の遺伝子発現パターンを明らかにする共同研究

金沢大学大学院医学系研究科　 血液細胞の遺伝子発現プロファイル収集に関する共同研究共同研究契約
交渉中

事業提携先／共同研究先 契　約　名 契　約　内　容
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株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅲ．中期ビジョン
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ-１．市場動向



22

Ⅲ‐２．現状分析　１ 株式会社ＤＮＡチップ研究所

研究需要

　　ゲノム創薬や診断を含めた研究需要が活性化し始めている

　　１．ヒトゲノム解読でバイオコミュニティーに変化が起きた

　　　　病気関連遺伝子、創薬ターゲットの絞込み、治験など

　　２．ポストゲノム時代の研究成果が求められている

　　　　ＳＮＰ、完全長ｃＤＮＡ、プロテオミックス等の実際的活用

　　３．ゲノム機能解析（大量情報収集技術とその活用）の有効性が認められ

　　　　ている　　（がん等の診断、創薬、薬効、毒性検査、食品安全、環境等）

　　

　　あと４～5年は研究向け需要が主流であり、その成果による

　　ＤＮＡチップは２０１０年ころから立ち上がって来るだろう

　　ゲノム創薬や診断を含めた研究需要が活性化し始めている

　　１．ヒトゲノム解読でバイオコミュニティーに変化が起きた

　　　　病気関連遺伝子、創薬ターゲットの絞込み、治験など

　　２．ポストゲノム時代の研究成果が求められている

　　　　ＳＮＰ、完全長ｃＤＮＡ、プロテオミックス等の実際的活用

　　３．ゲノム機能解析（大量情報収集技術とその活用）の有効性が認められ

　　　　ている　　（がん等の診断、創薬、薬効、毒性検査、食品安全、環境等）

　　

　　あと４～5年は研究向け需要が主流であり、その成果による

　　ＤＮＡチップは２０１０年ころから立ち上がって来るだろう
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Ⅲ‐３．現状分析　２ 株式会社ＤＮＡチップ研究所

社会の需要：テーラーメイド医療時代に対処

　　　　　　　　

　　国は高い技術と先端の研究に支えらた科学･技術立国を目指して
いる

　　医療に関して社会は個人化（テーラーメイド）医療時代への対処を
望んでいる　（特に遺伝子診断とそれに基く治療:　このためには高
度な技術開発と優れたコンテンツが必要）　　　　

　　　　個人の遺伝的素因の検査（薬剤感受性遺伝子の情報やＳＮＰ情報等）

　　　　生理的変動を反映する遺伝子活性の検査

　 研究者はこの研究推進に役立つ独自技術とサポートシステムを求
めている

　　

　　　　　　　　

　　国は高い技術と先端の研究に支えらた科学･技術立国を目指して
いる

　　医療に関して社会は個人化（テーラーメイド）医療時代への対処を
望んでいる　（特に遺伝子診断とそれに基く治療:　このためには高
度な技術開発と優れたコンテンツが必要）　　　　

　　　　個人の遺伝的素因の検査（薬剤感受性遺伝子の情報やＳＮＰ情報等）

　　　　生理的変動を反映する遺伝子活性の検査

　 研究者はこの研究推進に役立つ独自技術とサポートシステムを求
めている
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Ⅲ‐４．チップ開発のこれまでと計画 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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　Ⅲ-５．受託解析事業の展開 株式会社ＤＮＡチップ研究所

備　　考

５２２１０治験対応件数

Ｈ２０Ｈ１８Ｈ１７Ｈ１６Ｈ１５年　度製薬会社の治験

への対応
備　　考

受託解析メニューの整備を進め、大学、研究所、バイオ開発研究者が安心してデータ生産を

托せる受託解析センターに成長する。　製薬会社の治験への適用も推進する

受託解析メニューの整備を進め、大学、研究所、バイオ開発研究者が安心してデータ生産を

托せる受託解析センターに成長する。　製薬会社の治験への適用も推進する
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Ⅲ‐６．がん診断チップ開発計画 株式会社ＤＮＡチップ研究所

癌診断への
実用化

試用と改良

診断用ﾁｯﾌﾟ
の試作

ﾏｰｶｰ遺伝子
セットの抽出

遺伝子ﾌﾟﾛﾌｧ
ｲﾙの収集

肺癌

呼
吸
器
系
癌

癌診断への
実用化

試用と改良

診断用ﾁｯﾌﾟ
の試作

ﾏｰｶｰ遺伝子
セットの抽出

遺伝子ﾌﾟﾛﾌｧ
ｲﾙの収集

大腸癌

消
化
器
系
癌

項　　目癌種別共同研究先

平成19年度

以降
平成18年度平成17年度平成16年度

年　　度

癌診断への
実用化

試用と改良

診断用ﾁｯﾌﾟ
の試作

ﾏｰｶｰ遺伝子
セットの抽出

遺伝子ﾌﾟﾛﾌｧ
ｲﾙの収集

肺癌

呼
吸
器
系
癌

癌診断への
実用化

試用と改良

診断用ﾁｯﾌﾟ
の試作

ﾏｰｶｰ遺伝子
セットの抽出

遺伝子ﾌﾟﾛﾌｧ
ｲﾙの収集

大腸癌

消
化
器
系
癌

項　　目癌種別共同研究先

平成19年度

以降
平成18年度平成17年度平成16年度

年　　度

：診断チップの試作(Ｖｅｒ.０）完成時期

大阪大学大学院

医学系研究科外

科学講座消化器

外科部門

千葉大学大学院

医学研究院胸部

外科学
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Ⅲ‐７．診断事業の形態 株式会社ＤＮＡチップ研究所

　

【本診断事業形態のメリット 】

　発現遺伝子の解析により疾病の予後の推定、さらには治療法の選択が可能 となり、治療方法、投薬
　等に患者に適した対応ができ、不必要な投薬の回避や病気の進行を未然に防ぐことができる

　

【本診断事業形態のメリット 】

　発現遺伝子の解析により疾病の予後の推定、さらには治療法の選択が可能 となり、治療方法、投薬
　等に患者に適した対応ができ、不必要な投薬の回避や病気の進行を未然に防ぐことができる
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Ⅲ‐８．特許戦略 株式会社ＤＮＡチップ研究所

遺伝子機能解析技術の開発改良と、診断等のための遺伝子コンテンツを中心に
据えて、ポストゲノム時代の技術に対応し、さらに個人化医療時代に対応できる、
ロイヤリティ収益を目指した特許出願を推進する。

遺伝子機能解析技術の開発改良と、診断等のための遺伝子コンテンツを中心に
据えて、ポストゲノム時代の技術に対応し、さらに個人化医療時代に対応できる、
ロイヤリティ収益を目指した特許出願を推進する。

試薬関連
40%

チップ作製方法
25%

診断向けコンテンツ
15%

その他
5%

次世代チップ
5%バイオインフォマティクス

10%

保有特許

　　２件

２６件２０件１６件１４件１１件累積出願件数

６件４件２件３件１１件出願件数

H17計画H16H15H14～H13項目
特許出願計画
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Ⅲ‐９．中期ビジョン　まとめ 株式会社ＤＮＡチップ研究所

１．ポストゲノム時代が進行し、研究の活性化と共にマーケットが拡大
　 し技術開発競争が盛んである。沢山、早く、安く、高感度、微量、
　　絶対値、オンデマンドで測定が出来るＤＮＡチップを開発する

２．個人化医療時代が近付き、一方でSNPや遺伝子の変異を知り（ゲノ
ムの構造）、他方でゲノム機能を調べて体調診断、投薬等に資する
情報が期待されている

３．これらに対応できる技術システムの開発と、診断等に適するコンテ
ンツビジネス（戦略特許取得）の充実を図る
　　
　　　　　　　対象はがん、生活習慣病、免疫関連疾患

１．ポストゲノム時代が進行し、研究の活性化と共にマーケットが拡大
　 し技術開発競争が盛んである。沢山、早く、安く、高感度、微量、
　　絶対値、オンデマンドで測定が出来るＤＮＡチップを開発する

２．個人化医療時代が近付き、一方でSNPや遺伝子の変異を知り（ゲノ
ムの構造）、他方でゲノム機能を調べて体調診断、投薬等に資する
情報が期待されている

３．これらに対応できる技術システムの開発と、診断等に適するコンテ
ンツビジネス（戦略特許取得）の充実を図る
　　
　　　　　　　対象はがん、生活習慣病、免疫関連疾患
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Ⅲ‐１０．経営ビジョン 株式会社ＤＮＡチップ研究所

　１．研究開発型ベンチャーとして導入技術に頼らない

技術開発と研究を進め、その移転・サービスを提供する

　２．安定･着実な利益成長を図る(高品質高性能製品の開発、診断
　用チップ、コンテンツの開発、治験への貢献等）　自ら、あるいは
　共同で一流の研究をし、更なる進歩を図る

　３．バイオの上流を活動の場とし、システム、マテリアル、技術、情報
　系の全分野をカバーする

　４．国際的情報収集、判断を重視する　　
　　　当面ゲノム機能（遺伝子発現プロファイル）解析に注力する

　１．研究開発型ベンチャーとして導入技術に頼らない

技術開発と研究を進め、その移転・サービスを提供する

　２．安定･着実な利益成長を図る(高品質高性能製品の開発、診断
　用チップ、コンテンツの開発、治験への貢献等）　自ら、あるいは
　共同で一流の研究をし、更なる進歩を図る

　３．バイオの上流を活動の場とし、システム、マテリアル、技術、情報
　系の全分野をカバーする

　４．国際的情報収集、判断を重視する　　
　　　当面ゲノム機能（遺伝子発現プロファイル）解析に注力する
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